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ご挨拶
理事長 戸 川芳郎

このたびの役員改選により、理事長の職に承乏とあいなりました。その先、なん期も勤
められた大先生たちはさておき、伊藤漱平元理事長の例があるとは申せ、再度のお勤めは
身心ともにこたえます。
しかも理事長三代、職場を同じくするばかりに、同僚諸先生からの音言も多く、はたし
て任期を全うしうるや、心もとない次第です。
しかしながら、本学会は 「五十年記念事業Jの 準備が着々と進行し、記念論集の原稿も
集まりはじめている現在、中途半端な対応は許されません。
会員二千名を突破した全国総合性の本学会は、それなりの会務の整備が求められており
事務センターの設置や情報処理の更新など、財政的な問題をふくめて、今期の仕事が山と
待つています。
会員の皆様には、何とで積極的なご提言、ご注意をいただきますよう、お願いする次第
です。

(二松学舎大学(院)教授 ・東京大学名誉教授)

退任のご挨拶
前理事長 石 川忠久

二月末日を以て、大過なく二年の任期を全うし、理事長を退任した。これ偏えに会員の

皆様の御支援の賜物と感謝申し上げる。後任は同じ大学の同僚戸川芳郎氏であるので、何
羽受 硬であり、引苦継ぎヽ先百黎事完了したところであ石ど   ~    ~
任期中、一番大きな出来事は、学会創立五十年の記念事業のための委員会が発足し、順
調に滑り出したことだろう。委員長の佐藤保氏を始め、部門部門に人を得たことが何より
も大きい。記念の期日はいよいよ来年 (平成10年10月10日)に 追り、新理事長はその総指
揮の大任に当たることになる。
また、任期の最後にt五 十年を控えての学会の改革の問題が新たに提起された。理事長
の諮問に応じて、学術専門委員の力『地伸行、池田知久両氏が試案をこしらえることとなつ
た。これはこれから新理事会の検討に委ねられる。二千名を越す会員を擁し、会員管理や
運営の面に、いろいろ問題も生じているし、規模が大きくなったことに伴う歪みの是正、
会の活性化、国際化、女性役員の実現等々、取り組まねばならない問題が多々ある。学術
会議や漢字文化振興会などとの 「漢字文明」に関する啓蒙遠動と連携していくという新た
な動きも起こっている。
理事長は退任したが、この際、私も及ばずながら蔭からお手伝いしたいと思つている次
第である。



◎役員の改選について

平成 9・ 10年度の理事 ・監事 ・評議員は、選挙の結果それぞれ下記の会員が当選されま

した。

(敏称略、50音順)

理事長 戸 川方郎

理 事  〔北海道〕伊東倫厚  〔東北〕中鳴隆蔵  〔関東〕佐藤保 竹 田晃 戸 川芳郎

丸尾常喜 向 鳴成美  〔 中部〕佐野公治 中 島敏夫  〔近畿〕一海知義 興 膳宏

坂出祥仲  〔 中国 ・四国〕森野繁夫 吉 回公平  〔九州〕佐藤仁 福 田殖

評議員  〔北海道〕伊東倫厚 須 藤洋一  〔東北〕中鳴隆蔵 花 登正宏 村 上哲見

〔関東〕池田知久 石 川忠久 尾 上兼英 佐 藤保 高 橋均 竹 田晃 戸 川芳郎 福 井文雅

松浦友久 丸 尾常喜 丸 山昇 潜 日雄三 向 鳴成美 村 山吉廣 望 月真澄

〔中部〕今鷹真 佐 野公治 田 仲一成 中 島敏夫  〔近畿〕一海知義 内 山俊彦 寛 文生

加地伸行 興 膳宏 小 南一郎 坂 出祥伸 橋 本高勝 三 浦国雄  〔 中国 ・四国〕下見隆雄

富永一登 藤 原尚 森 野繁夫 吉 田公平  〔九州〕合山究 佐 藤仁 福 田殖 町 田二郎

監 事  池 田知久 村 山吉度

なお、幹事は次の二会員に委嘱されました。

高山節也 山 辺進

◎ (学会展望〉用資料の送付について

『学会報』第49集の編集担当校は、引き続き日本大学 (責任者は今西凱夫会員)に 委嘱
されました。第49集の (学会消息〉欄の原稿を、記入責任者から日本大学文理学部中国文

学研究室 (〒156東 京都世田谷区桜上水325-40)宛 お送り下さい。資料は平成 8年 1月 か

ら12月までのものとしますと

『学会報』第49集の (学界展望)執 筆校は以下の通りです。

哲 学   二 松学舎大学文学部中国哲学研究室 ・代表 :戸川芳郎会員

(〒102東 京都千代口区二番町616)

文 学   桜 美林大学文学部中国語中国文学研究室 ・代表 :山崎純一会員

(〒19402東 京都町田市常葉町3758)

請 学   大 阪外国語大学中国語共同研究室 ・代表 :佐々木猛会員

(〒562大 阪府箕面市大字粟生間谷2734)

(学界展望)は 、会員各位の自己申告に基づいて整理されますので、未申告の会員は4

月末までに上記の執筆校へ直接お送り下さい。郵送費は各自ご負担願います。なお、ど申

告がない場合は、収載漏れとなることがありますのでご注意下さい。また、研究論文目録
に掲載不適当と思われるものは、執筆担当校の判断で害r愛されることもあります。

◎本年度大会について

本年度 (第49回)の 学術大会は、大阪市立大学が準備会を担当され、10月18日 (上)・
19日 (庫)に 行われます。 (大会準備会からの案内状が同封してあります。詳細はこれに
ついてご承知置きのほどを。)

◎新年度会費納入について

新年度にあたり会則第 8条 に定められた学会費の納入をお願いいたします。同封の振替
用紙をご利用下さい。また、大会時の現金による納入は、混乱を避けるため受け付けませ

ん。

日座 番号 : 0 0 1 6 0 - 9 - 8 9 9 2 7 日本中国学会



◎住所変更について

新名簿作成中につき、氏名 ・住所 ・電話番号 ・所属の変更は速やかにご通知下さい。特
に所属の変更は、地区の移動を伴うことがありますので、ご注意願います。留学される場
合は、予定期間と併せて国内連絡先をお知らせ下さい。 (通知は書面にてお願いいたしま
す。会費納入用の郵便振替用紙の併用はご遠慮ください。)

◎会員資格の停止等について

会費未納が2年 に達した方には 『学会報』を頒付いたしません。また4年 にわたって滞
納されますと、会員資格が一時停止されます。

言卜      報
昨年度会報第 2号発行以後、次の2名 の会員が逝去されました。

千原勝美 (関東)  山 室三良 (関東)

ャヽ   ◎ 新入会員の紹介について

次回の新入会員の審査は平成 9年度第一回理事会 (5月 18日開催)に 於いて行われます。
つきましては入会申込者のご紹介は、 5月 15日必着にてお願いいたします。期限を過ぎて
到着した申込書は、10月理事会での審査を受けることになります。

◎当学会の連絡先は、次の通りです。
〒113東京都文京区湯島1425   斯 文会館

TEL 03-3251-4606  FAX 03-3251-4853
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